Annual events and festivals held at Kurayashiki-warehouses in Osaka focusing on those of the domains of Shimabara and Saga by 植松, 清志 & 谷, 直樹
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いても佐賀藩蔵屋敷の年中行事をもとに論 じた 臓 5)0
本稿では､まず西国大名の蔵屋敷として典型的な姿を












































水路｣等が配されている｡ さらに ｢御元冠｣ ･｢御使者
(2)
図-2 島原藩大坂蔵屋敷の位置




































e 呼 I ○ p , I.料 .肝 iI冊 -一打潤 I 間 一里 ′ru ′ 且 . i . 一 よ ･ 山 国 小 hflu
dt ▲ i . i 一 A A.A … - I . . ._f l i I
` 白 は ( 長 屋 ) Jg
メI, ?
･愚 妻 恵 ぎ 甘 -●■■., = I 群 . _〒 ー _-_ T Nf_ N- ーl t ～M MI - -
-. p f■ー 暮Idf
1- - 早
I Iーヽ栄卦ヽ■′〈蘇 圏 -
紬 ■■ ■一一 ■■ ●■
■1 4 ▲書写 還 . 二 一一 b,. .P
一■ヽ米









■I-■■- - lHllH- - .-●■ (
■■-ヽ■ 8邸
岬








- 58- 生活科学研究誌 ･Vol.3 (2004)
島原藩･佐窯藩の年中行事と蔵屋敷祭礼
佐賀藩 島原藩
月 日 行事寄 関連事項 月 日 行事寄 関連事項
1 1-3 年始松飾 り 門に注連飾 り,式台前 .台所口に松飾り 1 1-3 年始御礼 留守居へ迄申上,出入町人留守居方へ参慰斗目.麻上下着用,表御門大扉開
年頭廻礼 米蔵入口に枝松飾り
御殿式台,留守居長屋式台 門番,羽織.袴着用
4 御蔵始 米会所,米廻し場等 4 役所出仕 網服.麻上下着用 (7日迄)
ll祈棒 御殿 御蔵啓 廻し場役人,寮斗目着用蔵元手代,麻 下着用1 饗宴 式台,勝手
14 大般若祈祷 御殿書院 7 人目御礼 留守居へ迄申上,早目に出仕正響 留守居長屋,勝手 12 誓詞読聞かせ 巳正月 (天保4年)より相止
日待 留守居長屋 15 初而之式日 上下着
21留守居寄合 屋敷,料理屋,毎月定例
稲荷講
2 15 宗門改 2 午 初午稲荷祭り 前日寓靖蒋相済,表御門大扉 .北水門開五ツ迄開,当日四ツ,館人へ酒肴,出仕之無





4 16.17 東照宮祭礼 表御門外へ台釣灯2張 り
5 始 端午祝儀 御城,御三所,両町奉行へ 5 5 端午御礼 留守居へ迄申上,早目に出仕14 大般若祈祷 殿日待 留守居長屋
稲荷講
6 14.15 稲荷祭 り 衣 .浜御門,稲荷社,米会所座敷 6
饗宴 役所
2 2 天神 提灯 (浜通り米蔵前) 24.25 天神祭り 裏川渡御,川端へ台釣灯10張 り北水門外へ2張り,前夜五ツ,当夜は還御済追,茶飯祐
26.27 御霊宮祭礼 屋敷前通渡御,川端台釣灯10張り御門外-神燈2張 り
29.30 住吉祭礼 提灯 (浜御門) 29.30 住吉祭礼 廻し場小屋二両御宮飾表御門外へ台釣灯2張り,両夜神燈
7 3 中元 留守居仲間寄合連絡役へ尾張屋七兵衛,銭屋文左衛門 7 7 七夕御礼 留守居へ迄申上,早目に出仕
14 節季払い 出仕
5 七夕祝儀 留守居,両町奉行へ 15.16 出仕之無,御役所明不申
井戸替え 仲仕
9 5.6 重陽祝儀 御城,御三所,両町奉行へ 9 9 重陽御礼 留守居へ迄申上,早目に出仕




10 1 蘇 諸神社へ御神酒
新米初蔵人 役所二両御神酒被下人 .蔵手代へ,当時此儀無之
住吉神宮参詣 廻米皆着の頃蔵元手代 .留守居 .横目同道
初入札 留守居客座敷二両御酒,役人 .蔵手代 .仲仕へ,当時此儀無之
ll 12 初穂神勅 金300疋
金刀比羅宮代参 仲仕,金10疋
12 21歳暮 留守居仲間寄合連絡役へ尾張屋七兵衛,銭屋文左衛門 12 14 猛鳥御輿出来 交代部屋にて見分23 伊勢参龍 出立,正月15.16日帰着
28 歳暮祝儀
毎月 9留守居役定例会 毎月 3 御手談寄合 留守居方客座敷,御酒札 当時此儀無之
伊勢戸佐一郎 ･谷直樹 ｢佐賀藩大坂蔵屋敷の建築と年中行事｣.r蔵屋敷IJ.西川源一 ｢島原藩の大坂蔵屋敷 (その-)｣所収 ｢年中行事｣｢神事祭礼｣等から作成｡
日付の未記入は史料等に記載がないもので,口付が判明している行事の稜に記載した｡
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出雲 ･阿波 ･肥前 ･筑後 ･薩摩立売堀下屋敷 ･柳川等,
多くの蔵屋敷において祭礼が行われている｡ このうち,
14日は出雲 (註24),14-15日は肥前 (証18) (佐賀藩)の稲荷
祭り,15-16日は阿波 (証23) (徳島藩)の二井神の祭礼で
ある｡ さらに,10月10日は高松港の祭礼である(証25)｡こ










































































































































































































































































に,｢当月諸方蔵屋敷祭礼 中国 ･出雲 ･阿波 ･肥
前 ･筑後 ･薩摩立売堀下屋敷 ･柳川右の外あまた
あれども略す｣とあり,蔵屋敷における6月の祭
りが蔵屋敷祭礼と呼ばれていたことが分かる｡













































































島原藩蔵屋敷は,貞享4年 (1687)には3箇所設けられていたが,延享4年 (1747)には1箇所となり,天保6年 (1835)
には淀屋橋北話にその位置が確認される｡屋敷には,米蔵,廻し場,役人小屋,留主屠小屋,御殿等が配され,西国大
名の蔵屋敷と同様の施設構成であった｡また同藩では,節句や式日,季節ごとの行事や祭礼を中心に1年間の生活が展
開されていた｡
佐賀藩の稲荷祭りは宝暦8年が最盛期であった｡しかし,準備費用の増大や事故等の危険性から翌年には花火を中止
し,花火に代る立花や飾り物を充実させている｡ さらに,参詣人が群集する時間帯を夜間から昼間へ移して事故等の危
険性を回避するとともに,屋敷を開放して無秩序な群衆の一時的な集合を避けることで,騒然とした祭りから整然とし
た祭りへと質の転換を図ったのである｡
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